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会社概要

許 可： 産業廃棄物処分業

一般廃棄物処理施設

処理能力： 20ｔ／日（10万枚／日）

施設種類： 水溶化分離

敷地面積： 3186㎡

延床面積： 1356㎡（3階建）

使 用 水： 工業用水

ラブフォレスト大牟田

●社 名 トータルケア・システム株式会社
●本 社 福岡市博多区博多駅東３－９－２６
●工 場 ラブフォレスト大牟田

大牟田市健老町４６６番１（大牟田エコタウン内）
●設 立 平成１３年１１月
●営業開始 平成１７年４月
●資本金 １１７百万円
●従業員 １７名
●業務内容 使用済み紙おむつの水溶化処理

再生パルプ等の販売
紙おむつリサイクルプラントの販売



紙おむつリサイクルシステムの概要
■水溶化処理技術による紙おむつの再資源化とCO2排出量削減

■分別回収・水溶化処理・再資源化が一体となって機能するシステム

3

水溶化処理

廃パルプ・汚泥

ビニール

再生パルプ

使用水は微生物処理し、
処理水の80%を循環使用

ラブフォレスト大牟田

80%

TOTAL CARE SYSTEM

再資源化

土壌改良剤

RPF (固形燃料)

建築資材

分別回収

一般家庭

病院・介護・福祉施設

再生パルプ販売

収集・運搬

紙おむつ処理費

TOTAL CARE SYSTEMプラント販売

ラブフォレスト●●



共同研究プロジェクトの背景

多くの自治体や環境ビジネスを目指す企業から

紙おむつリサイクル事業に関する問い合わせ増加

環境ビジネス関連企業
57

婦人会・自治会・ＮＰＯ
44

医療・福祉関係
24

シンクタンク・大学関係・・・19

外国人研修生・・・7

製紙業界関係・・・6

議員・地方自治体
74

その他・・・5

平成２３年６月現在

工場見学者内訳

工場見学者２３６団体のうち
自治体関連・環境ビジネス
関連企業が約６割を占めて
いる。



共同研究プロジェクト目標

全国展開できる紙おむつリサイクルシステムの確立

研究課題

最終目標

方向性

①家庭系紙おむつ回収システムの構築

②生産性向上による収益性の改善
③再生パルプの販路拡大

一般廃棄物に対応可能な

リサイクルシステムの構築



研究課題

再資源化

土壌改良剤

RPF (固形燃料)

建築資材

廃プラ

水溶化処理

廃パルプ・汚泥

再生パルプ

処理水の80%を循環使用

ラブフォレスト大牟田

80%

TOTAL CARE SYSTEM

分別回収

一般家庭

病院・介護・福祉施設

収集・運搬

①家庭系紙おむつ
回収システムの構築

②生産性向上
③再生パルプの

販路拡大



課題１：家庭系紙おむつ回収システムの構築

分別回収

一般家庭

病院・介護・福祉施設

検討課題

■大木町モデル回収調査

■家庭からの排出量調査

■紙おむつ回収方法の確立

■回収コストの比較

■大木町における事業効果



課題１-１：大木町モデル回収調査

■福岡県大木町で紙おむつモデル回収・アンケート調査を実施

●モデル回収調査

異物の混入
・家庭内では分別保管されている
・処理工程へ支障をきたす異物混入なし

臭気調査（夏季） アンモニア、硫化水素、メタンを測定→検出なし

回収頻度 衛生的な観点から週２回を基本とする

●アンケート調査（全世帯：回収率８１.５％）

意識調査 約７０％が紙おむつリサイクルに賛成、実施を希望

排出回数 約６５％が週２回の排出回数を希望

回収袋 小容量の袋を希望（３０L以下）



課題１-２：家庭からの排出量調査

■家庭から排出される紙おむつの重量調査

全 世 帯 数 ４，５００世帯

紙おむつ使用者 ５３０人

（幼児７３%、高齢者２７%）

年間排出量 約１１７ ｔ （月間 約１０ｔ）
●幼児用
５３０人×７３％×３.７枚/人/日×０.１４ｋｇ/枚×３６５日＝７３ｔ/年

●高齢者用

５３０人×２７％×３.８枚/人/日×０.２２㎏/枚×３６５日＝４４ｔ/年

大木町モデル回収調査結果

使用枚数 重量

幼児 ３.７枚/人/日 ０.１４ｋｇ/枚

高齢者 ３.８枚/人/日 ０.２２ｋｇ/枚

大木町の一般家庭から排出される紙おむつ重量



課題１-３：紙おむつ回収方法の確立

■紙おむつ回収方法の検討

回収方法 集積ルート回収 拠点回収 生ゴミとの抱合せ回収

設置場所 生ゴミ置場 行政区ごとに１箇所 生ゴミ置場

排出方法
生ゴミ置場に出す
（１０世帯に１箇所）

回収ボックスを新設

（５５箇所）

専用タルを新設
（１０世帯に１箇所）

排出回数 週２回 いつでも排出可能 週２回



課題１-４：回収コストの比較

●拠点回収は可燃ゴミ回収より経済的に優位性がある

■回収のコスト比較

紙おむつ回収量
１０５ｔ

（回収率９０％）

可燃ゴミ回収コスト ２５,７００円/ｔ

拠点回収コスト １７,１７９円/ｔ

年間削減効果 約９０万円

可燃ゴミの年間削減量



課題１-５：大木町における事業効果

■事業効果

・家庭からの排出量 １１７t/年

・可燃ゴミ削減効果 １０５t/年（可燃ゴミの８％相当）

■評価

・可燃ゴミ削減や回収コスト削減の効果

・リサイクル処理費と焼却処理費は同程度

・「ゴミの脱焼却・埋立をしない町」という方針が実現

平成２３年１０月より
国内初の家庭系紙おむつリサイクル実施

・回収袋（１５L） １５円／袋
・回収ボックス ５５箇所



課題１-６：大牟田市の一廃処理許可
●許可名
一般廃棄物処理施設設置許可

●取得日
平成２３年３月３１日

●許可番号
一廃第９号

●施設の種類
その他一般廃棄物処理施設
（水溶化分離施設）

●受入対象
大牟田市外の市町村が一般家庭
から収集した使用済み紙おむつ

●受入処理量
５トン未満／日（年間１,５００トン未満）



課題１-７：最近の新聞記事



課題２：生産性の向上

水溶化処理

廃パルプ・汚泥

再生パルプ

処理水の80%を循環使用

ラブフォレスト大牟田

80%

TOTAL CARE SYSTEM

廃プラ

検討課題

■処理能力の向上（３５％向上）

■パルプ回収率の向上

（８０％→９０％以上）

■再生パルプのポリマー含有率低下

（１６.５％→１０％以下）

■廃プラ乾燥効率の向上

リサイクルプラント



課題２-１：リサイクルプラントの現状分析

濃度調整槽

貯留ピット

クレーン

分離
スクリーン

ドラム
スクリーン 脱水機 ドラムスクリーン

ドラムスクリーン

分離槽

洗浄槽

脱水機

脱水機

脱水機

成型乾燥機

脱臭装置

① 再生パルプ

大気開放

② 廃パルプ

③ 廃プラスチック

洗浄槽

廃プラ含水率５０％

処理時間５５分

裁断機

サイクロン

ポリマー構成比１６.５％
処理時間５１分

共同研究においてパルプとポリマーの定量法「沈降分離法」を
開発し、現状分析および改善後効果の検証を行った



課題２-２:裁断機・サイクロンの検証

■分離槽での処理時間の短縮

目標：現状１バッチ５５分から

４０分へ１５分短縮

■廃プラ乾燥効率の向上

目標：含水率３０％までに要する

乾燥時間の短縮

■分離スクリーンでの処理時間の短縮

目標：現状1バッチ５１分から３８分へ

１３分短縮

■再生パルプ中のポリマー含有率低減

目標：ポリマー含有率１０％以下

裁断機 サイクロン

実機でのテストを実施



課題２-３：裁断機・サイクロンの効果

課題目標 研究成果

処理能力３５％向上
処理能力３０％向上
（２０ｔ/日→２６ｔ/日）

再生パルプポリマー含有率
１６.５％→１０％以下

１６.５％→５％以下

再生パルプの回収率
８０％→９０％以上

８０％→８０％
変化なし

廃プラ乾燥時間の短縮
現状：７時間

含水率３０％までに要する時間
７時間→３時間

■課題目標と研究成果



課題３：販路拡大に関する検討

再資源化

土壌改良剤

RPF (固形燃料)

建築資材

検討課題

■販路拡大に向けた市場調査

■建材業界でのパルプの使用状況

■残存ポリマーの影響確認

■再生パルプの使用方針



課題３-１：販路拡大に向けた市場調査

製紙業界 紙おむつ業界 建材業界

用途 手提袋・高級白板紙 等 綿状パルプ 建材原料

パルプ
使用量

１,０００万ｔ/年 以上 ３７万ｔ/年 ４０万ｔ/年 以上

パルプ
種類

N系パルプ
L系パルプ

N系パルプ
N系パルプ
L系パルプ

販売先 多
少

（大手数社に集中）
多

（分散）

要求品質
ポリマーの
含有不可

不明
ある程度のポリマーが
残存しても使用可能

ターゲット △
△

（将来目標）
◎

N系パルプ：針葉樹パルプ L系パルプ：広葉樹パルプ



課題３-２：建材業界でのパルプの使用状況

年間回収量 ポリマー含有率 販売先 用途

再生パルプ 約７２０ｔ 約１６％ 建材メーカー 内壁材

内壁材 外壁材 合計

年間パルプ
使用量

８４０ｔ ２,４００ｔ ３,２４０ｔ

■当社の販売状況

■九州地区における建材メーカーでのパルプ使用状況

●再生パルプの販路として外壁材に取組むことを決定



課題３-３：残存ポリマーの影響確認

■外壁材として使用する上での残存ポリマーの影響調査

再生パルプ原料の外壁材

バージンパルプ
（１００％）

試作品
（再生パルプ２５％配合）

吸湿量
１８.１g １６.９g

４４kg/m3 ４１kg/m3

＊湿度９５％で吸湿量を測定

●試作品を－３０℃に冷却し、目視で亀裂の有無を確認
亀裂なし

ポリマーの機能はなく影響はない

●吸湿量調査

調査内容

■建材メーカーによる物性評価

・ 吸水性・硬度・強度など全９項目をクリア
・ 再性パルプの品質はバージンパルプと同等

残存ポリマー



課題３-４：再生パルプの販売方針

●平成２２年１１月から外壁材の原料として
再生パルプ販売開始

・全国での販路確保が可能

・紙おむつに使用されているパルプ総量以上の市場

・バージンパルプと比較した価格競争力

・ある程度のポリマーが残っていても利用可能

・木材として固定された炭素を長期間持続可能

（効果的なリサイクル手法である）

建材へ使用するメリット



課題４：事業展開モデルの確立

検討課題

■紙おむつ排出量推計方法の確立

■焼却処理とのCO2排出量の比較

■改善後のプラント設備

■事業収支の検証

■全国展開の基本方針

■事業スキーム

■事業計画



課題４-１：排出量の推計

■紙おむつ排出量の推計方法確立

■紙おむつ年間排出量の推計事例

対象人口×使用者割合（％）×使用枚数（枚/日/人）×重量（kg/枚）
●排出内訳 家庭系約７０％ 事業系約３０％

調査項目
・乳幼児（０～４歳）人口

・高齢者（介護度別）人口
・紙おむつ使用者割合
・1日当りの紙おむつ使用枚数
・1枚当りの重量

排出量推計方法（プロジェクト法）

推計対象 プロジェクト法 日衛連データより推計 福岡市の推計

福岡市

総排出量 20,000t 19,000t -

事業系 6,000t - 7,124t

家庭系 14,000t - -



課題４-２：CO2排出量の比較
■リサイクル処理と焼却処理とのＣＯ２排出量を比較検証
■LCA評価を北九州市立大学 松本教授へ委託
■平成２３年３月、第６回日本LCA学会の研究発表会で発表
■日本LCA学会誌に論文発表

肥料製造

肥料製造

石炭代替

バージンパルプ

埋立

廃プラ

焼却

脱水汚泥

低質パルプ

廃プラ（ＲＰＦ製造）

再資源化（上質パルプ）

高分子凝集剤

苛性ソーダ

次亜塩素酸ソーダ

メタノール

塩化カルシウム

ガス

放流水

工業用水

電力0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

リサイクル処理 焼却処理

環
境

負
荷

（
t-
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2
）

石炭代替

廃プラ

焼却

RPF

電力

CO2排出量が約４割削減



課題４-３：改善後のプラント設備

項目 既存プラント（現状） 改善プラント

処理能力 ２０t/日（１２時間） ２６t/日（１２時間）

バッチ数/日 １３バッチ １７バッチ

述べ床面積 １,４００㎡ ２,０００㎡

敷地面積 ３,０００㎡ ５,０００㎡

設備投資額 ８.２億円 １０.８億円

改善後のプラント完成予想図



収入

支出

事業収支

課題４-４：事業収支の検証

現状：年間処理量６，０００ｔ 改善後：年間処理量７，８００ｔ

・処理能力が３０％向上することで、年間処理量が１,８００ｔ増加し、
収入が大幅に増加

・設備投資額は現状８.２億円から１０.８億円に増加するが、収入増
によって投資回収期間は９年から７年に短縮

億
円

2.5

3

3.5

4

4.5

0.5

1

1.5

2

0



課題４-５：全国展開に向けて

■一般廃棄物として排出される紙おむつを対象に
事業展開を目指す。

■新規プラントの処理能力は本プロジェクトで検証
した２６t/日（１２時間）を基本とする。

■２６t/日以上の紙おむつ量を確保するため、複数
の市町村による広域処理圏の構築を目指す。

■家庭系紙おむつの回収システムは地方自治体や
紙おむつ業界の協力を得て改良・改善を図る。



課題４-６：事業スキーム

■一般廃棄物としての紙おむつリサイクル事業スキーム

事業会社
・設備投資
・資金調達
・事業収支

地方自治体

出資者 金融機関

当社

出資

配当

返済

調達

ノウハウ提供
プロデュース ロイヤリティ

処理受託 処理委託

設備会社

発注

請負

業務提携



課題４-７：事業計画

①事業会社の確定

②事業対象地域と工場立地の選定

③地方自治体との連携

④使用済紙おむつの排出量と搬入量の推計

⑤回収素材の再資源化（再生パルプの販路確定）

⑥リサイクル処理単価と再生パルプ単価の検証

⑦プラント規模・設備費の検証

⑧事業性（利益計画と収支計画）の検証

⑨資金計画（設備投資と資金調達）の策定

■紙おむつリサイクルの事業化
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